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○玉井河川レンジャー（上半期）活動報告 

１．平成 27 年度 河川レンジャー活動の目的と達成手段 

 
1.1 活動の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 活動の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●活動内容 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年

次） 

試行 1 期 2 期 

1 2 3 4 5～RA

Step1 

 地域住民の関心を 

 高める 

①  座学・情報発信など 

・一般向けの淀川の生物多様性や侵略的外来

生物問題の講座や勉強会、地域の川と人と

の関わりを伝える史跡、市内の昔話などの

情報収集と紹介する催しを開催する。 

・子ども向けに、市内の小学校や施設での壁

新聞などの媒体を用いた淀川の自然や、歴

史文化に関する情報発信をおこなう。 

②  観察会・体験会・川歩き 

・水生生物や野鳥の観察会、E ボート、魚と

り、クラフト体験、淀川と生活の関わりにつ

いて紹介する川歩きなど 

③  水防啓発 

     

淀川中流域は、身近な自然環境という認知度が高いにもかかわらず、上流域のように川

そのものと身近にふれあうことは難しく、関心も薄い。そんな中流域にあり、点野ワンド・

砂州は管理道路と隣接することから、高水敷からのアプローチがしやすく、見通しも効き、

河川公園を利用する市民の往来も多く、日中は衆人監視による安全性も確保できます。 

川と直接関わることで知り得る淀川の魅力を紹介するとともに、それら埋もれた資源を

誰もが 大限活用できるような、住民参加の川づくりを目指します。 

私がレンジャーになる以前から、レンジャーと河川協力団体による「子どもが安全に遊

べる発信拠点づくり」活動が行われています。摂南大学の学生の協力もあります。そのよ

うな住民参加の川づくりがおこなわれることをことから河川公園整備計画のモデル地区に

も選定されました。整備後の維持管理と利用を念頭に「みんなの水辺」となるよう、地域

全体に発信する活動をおこない、協働で取り組む川を活かしたまちづくりへむけて、地域・

団体・学校・企業との連携構築・強化を目指します。 

行政（レンジャーが介在）、地域、大学が連携して実践的川づくりに取り組む例として

全国へ発信。 

Step1  

地域の方が淀川を知り、体験する（楽しみ）機会をつくり、淀川ファンを増やす。 

淀川の自然や歴史文化を愛好する方々を実践的川づくり活動へよびこむ。 

Step2  

行政へ提案できる人材育成 

愛好会、サークルなど仲間うちでの楽しみから、多様な団体と連携し、市民への還元活動

へ貢献していく 

Step3  

河川公園点野地区の切り下げを含めた整備後の水辺の維持管理に主体として携われる人材

をそだてる。多くの団体や個人が活用できるようなプログラム提案。 

小中学校が環境学習などのフィールドとして活用し、そのなかから維持管理の人材も育っ

ていく。 
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・水防を身近な問題としてとらえてもらい、

自助・共助について考えてもらう機会を提

供し、川との共存を念頭においた川づくり・

まちづくりにつなげる 

④  各フェアーなどの出展による啓発活動 

・管内や広域のレンジャーで連携して、フェ

アの趣旨に沿った展示や WS をおこなう。 

Step2 

 河川レンジャーと 

 管理者が協働して 

 取り組む 

①  点野ワンド・砂州周辺での水辺づくり活

動および行政との協働 

・地域住民、団体、大学、企業と連携して、

本来の川原の草花を復活させるために外来植

物を駆除し、安全に水辺が利用しやすくなる

よう、清掃や整備に取り組む。 

・河川公園整備のモデル地区に選定されたこ

とを受け、現場での活動主体として行政主催

のワークショップに参画するとともに、平素

の活動参加者がワークショップに参加し、意

見を出す。 

②  交流会の開催 

・点野地区にある茨田樋史跡公園で、地域住

民（旧村住民、新住民）、川に関わる活動をす

る団体・学校・個人・企業・機関などが集い、

情報交換し交流を深める催しを、大阪府や協

力団体と実行委員会を組織し開催する 

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

①  河川公園点野地区整備事業への協働参画 

・河川公園整備事業に関して情報共有と市民

として協働できる部分（市民工事、在来種移

植など）に参画 

②  整備後の維持管理体制の構築 

・整備完了後の維持管理について、連携して

いる地域住民や団体などが中心となって担え

る体制づくり 

③学校、団体、住民が水辺を活用できるプロ

グラム提案 
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平成 27 年度の活動一覧 

活動分野 活動名  

河川環境保全・再生の普

及・啓発・学習・住民参

加の促進 

 

点野ワンド砂州周辺みんなの水辺づくり

平成 27 年 4 月 19 日、5 月

17 日、6 月 21 日、7 月 19

日、8 月 16 日、9 月 20 日

10 月、11 月、12 月 

平成 28 年 1 月、2 月、3 月

河川行政と地域・住民・

住民団体とのコーディネ

ートを図る活動 

茨田イチョウまつり 

平成 27 年 11 月 23 日 

河川環境の保全・再生の

普及・啓発・学習 

 

淀川まるごと体験会 平成 27 年 8 月 23 日 

守口市環境フェア、寝屋川市エコフェス

タ、寝屋川市自然を学ぶ会展示会などへ

の出展 

6 月 3 日守口市環境フェア

11 月 15 日寝屋川市エコフ

ェスタ 

自然を学ぶ会展示平成 28

年 2 月 

 観察会、座学、啓発イベントの実施 
自然観察会平成 28 年 2 月

ごろ 

川の人材を育成する活動 壁新聞で水辺づくり 平成 27 年 7 月、10 月 

河川に係わる歴史・文化

の普及・啓発活動 
歴史探訪会などの実施 

平成 28 年 1 月ごろ 

自分で守る・皆で守る・

地域で守る取り組みの促

進 

淀川の治水・防災展 

平成 27 年 6 月 30 日～7 月

6 日 

 

※網掛は連携活動



 

4 

 

○出来河川レンジャー（上半期）活動報告 

２．平成 27 年度 河川レンジャー活動の目的と達成手段 
 

2.1 活動の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 活動テーマと活動 

 

 

 

 

 

 

●活動内容 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年次）

試行 1 期 2 期 

1 2 3 4 5～RA

Step1 

 地域住民の関心を 

 高める 

① 淀川の環境に関する展示と意見交換をする 

  京阪守口市駅前の大国大「くすくすひろば」

等で定期的にタイムリーな話題で情報発信す

る 

② 淀川を知ってもらうイベントを開催する 

  守口市内小学校の出前授業、障害者･外国人

への淀川に親しむ外来魚駆除魚釣り・清掃活

動・勉強会の開催 

③ 公的な機関のイベントに出展して広報する 

守口市の環境フェアや城北クリーンキャンペ

ーン、淀川市民マラソン等のイベントに出展

する 

④ 河川レンジャー活動をマスメディアで広報す

     

かつては淀川には多数のワンドやたまりが形成され、子供のみならず大人も遊べて楽し

める憩いの場所であったが、近年、河川公園として野球場やテニスコート等のスポーツ施

設が整備され淀川のイメージも一新された。また洪水対策としての護岸の整備も行われて

自然環境も失われつつある。さらに外来魚の繁殖により在来魚の生態にも異変をきたして

いる。淀川の環境（ゆったり流れる大河、魚の種類が豊富、天然記念物のイタセンパラの

生息、流域人口 1200 万人）を生かして、淀川らしい・淀川にしかできない地域住民との

かかわりを育てていきたい。 

 

以上の課題認識から、 

①守口市を中心に行政･町内会･学校･職域等と連携して、地域ぐるみで淀川の環境を改

善する活動(ワンドのクリーンアップ活動や整備活動)により住民が気軽に憩える広場

つくりをする。 

  ●八雲ワンド近辺の川岸にヨシを再生し景観を良くしヨシ笛や水質浄化に役立てる

  ●佐太用水路周辺の環境を整備し公園等で住民が憩えるようにする 

  ●行政や地域の住民と連携して期間をかけて整備する 

 

②住民と連携して防災に対する意識の向上、表示板の設置等の具体的な活動を市と連携

して実施する。 

  ●市や住民と連携して避難経路の検討や、防災意識の向上のための勉強会や訓練の

実施 

●海抜表示板や避難経路板を設置し住民に周知してもらう 

①淀川の環境に関する情報発信と河川敷での川に親しむイベントにより関心を高める 

②住民参加による淀川の環境整備活動により住民間のコミュニケーションの醸成を図る 

③環境整備・防災について市と住民と一体になりプランニングし行政・住民へ発信する 
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る 

  守口市広報紙「もりぐち」や J:COM の地域情

報番組「ひとっトピ」等で活動状況をＰＲす

る 

Step2 

 河川レンジャーと 

 管理者が協働して 

 取り組む 

① 地域町会を中心とした佐太用水路の環境整備

活動 

 住民参加での清掃活動や環境改善活動をする 

② 八雲河川敷で地域住民と連携して環境整備を

する 

  水辺でのヨシの再生、ヨシ笛つくり、外来魚

駆除の魚釣り、外来植物の駆除 

③ 防災意識の向上を図る活動 

防災勉強会等で防災意識の向上を図る。避難経路

の点検･調査、海抜表示板･避難誘導版の設置 

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

① 八雲河川敷の活用に関し行政に発信する会の

組成 

  住民参加の整備活動を通じて、さらに活用す

るための計画やイベント開催等の要望を行政

に発信する組織つくりをする 

② 防災に関し行政(守口市)へ発信･活動する会

の組成 

  防災に関する Step2 の活動のアップ版として

行政と連携した活動をする。J:COM の緊急情

報網を活用した防災訓練を佐太船着場も活用

して守口市等の行政と連携して実施する。 

     

 
 

平成 27 年度の活動一覧 

活動分野 活動名 

川づくりへの参画･支援活動 淀川の環境･防災についての地域ネットワーク作り 

川の人材を育成する活動 淀川の環境についての小学校への出前授業 

河川の環境を改善する活動 

八雲ワンドでの親子で楽しめる水辺作り(清掃等)活動 

佐太の農業用水路の環境整備活動 

城北ワンドのクリーンアップ活動 

川の歴史･文化を普及･啓発する活動 淀川と守口の史跡めぐり 

河川レンジャー活動の啓蒙 

守口市こどもまつりへの参加 

淀川歴史マラソン展への参加 

身体障害児童に河川の楽しさを体験

してもらう活動 
障害児童を対象にした川に親しむイベント 
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３．佐太の用水路の清掃活動              平成 27 年 4 月 29 日（水）  
  

3.1 実施状況  

活 動 名  守口の用水路近辺の清掃活動に参加しませんか活動  

活動分野  河川美化  

  

氏  名  枚方出張所管内出来猛河川レンジャー    

連携等  団体名：守口市、川をきれいにする運動  

  

活動日時  平成 27 年 4 月 29 日（祭） 9：00 ～ 11：30   

実施場所  (場所)守口市佐太地区幹線水路  

  

参加対象 地域住民（川をきれいにする運動）・一般 

参加人数  参加総数  24 名   

参加者  22 名 大人 22 名､子ども 名   

講師    

スタッフ  2 名 川をきれいにする会河野会長、町内会長１名  

連携団体関係者  名   

府県・市職員  名   

淀川河川事務所    

河川レンジャー運営事務局  名   

ス ケ ジ ュ

ール  

  

8：10 

9：00 

開始： 準備・集合  

川をきれいにする会河野会長挨拶 

出来レンジャーによる本日の活動内容の説明  

9：10 幹線水路清掃作業開始  

11：30 後かたずけ：終了 

配付資料  河川レンジャーニュース  

関係機関からの支援内容 ・寝屋川市水･みどり室嶋田係長から農業用水利用者へイベント開催時間帯の

流水量の絞込み(ポンプ稼働を 2 台から 1 台運転に)の連絡、  
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 ・守口市下水道管理課尾上課長から寝屋川市水･みどり室への協力要請依頼。

・守口市からゴミ袋の支給とゴミの回収作業のご支援をいただきました  

・「川をきれいにする運動」からトング、カマ、草刈り機の提供 

河 川 レ ン

ジ ャ ー の

活動内容  

  

準 備  寝屋川市水･みどり室、守口市下水道管理課への流量調整のお願い胴長を４着、

案内ポスターの作成と掲示、  

参加者の勧誘、ごみ取りネットの準備 

当 日  

胴長を着て清掃活動（用水路の中に入り土手の草刈り、川の中に投棄された空

き缶やペットボトルやシートの回収）河川レンジャー幟の取り付け、清掃活動

の運営・調整  

事 後  関係各位への報告と御礼、次回の活動に関する打合せ  

参加者からの意見  

半年ぶりの開催で川の中の多量の空き缶や掃除機の柄、自転車のハンドル、サ

イフ等約 20 袋の大量のゴミが回収できて参加した甲斐があった。  

寝屋川市の流量の絞込みで川の中に入って作業ができ仕事がはかどった。  

2 時間で用水路の中やゲシが見違えるように綺麗になった。  

 
 
3.2 活動状況  
 

  

用水路の清掃活動 用水路の清掃活動 
  

用水路の清掃活動 回収したごみの山 
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４．守口市こども祭り               ・平成 27 年 5 月 10 日(日) 

4.1 実施状況 

活 動 名 守口市こどもまつり出展 ロープ的当て・ヨシ笛づくり 

活動分野 自然観察・防災 

氏  名 出来 猛  （枚方出張所管内河川レンジャー) 

雨嶋 佐葉子（枚方出張所管内河川レンジャー) 

連携等 共催団体：守口市教育委員会、守口市青指協 

主管団体：こどもまつり実行委員会 

活動日時 平成 27 年 5月 10 日(日)10：00～14：00 

実施場所 淀川鳥飼大橋下流約 800ｍ左岸河川敷 

 
 

参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 157 名 こども祭り全体の参加総数は不明 

 参加者 154 名 子供 151 名（付き添いの大人除く） 

 講師 -  

 スタッフ 2 名  

 連携団体関係者 -  

 府県・市職員 -  

 淀川河川事務所 -  

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

10:00 開始、ヨシ笛づくり開始、安全に注意してスタッフの指導 

11:00 水辺の救助体験（スローロープ投げ） 

11:40 レンジャープロデュースのステージでのヨシ笛演奏 ぽぽっぽくらぶの歌唱 

12:00 聴衆みんなでヨシ笛合奏 

14:00 ヨシ笛づくりとスローロープ投げ終了、解散、後片付け 

配付資料 告知チラシ(レジュメ：担当レンジャー作成) 

関係機関からの 

支援内容 

・レンジャーより、ヨシの提供してもらった。 

・中央流域センターのヨシ笛つくりセットを借用した。 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 ・材料と道具の手配と当日の段取りを出来レンジャーと打合せ 

当 日 ・ヨシ笛づくりを子供達に指導しながら、淀川の環境についての話 

事 後 ・参加者の集計 

参加者からの意見 

・参加者が想定以上に多く、準備していたヨシが 14：00 前になくなってしまっ

たので、ヨシ笛づくりができなかった子供が 10 人程度はいた。 

→次年度も実施する場合はスタッフやヨシを増やしたいと思う。 

・大半の参加者が安全に怪我もなくヨシ笛をつくり、音をだすことができた。 

→親子での参加も多かったが、楽しんで頂けたと思う。 

・淀川の環境については、鵜殿のヨシについて話をした。 

→次年度も実施する場合は、説明用のパネルと解説でいるスタッフを増やしたい。
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4.2 活動状況 

 

 

 

 
こども祭り会場全景 ヨシ笛づくり開始 

 

スローロープ救助シミュレーション 
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５．淀川の環境についての小学校への出前授業   ・平成 27 年 6 月 16 日（火）  
  

5.1 実施状況  

活 動 名  守口市立東小学校出前授業活動「淀川の環境について」  

活動分野  啓発その他  

氏  名  枚方出張所管内 出来 猛河川レンジャー    

連携等    

活動日時  平成 26 年 6 月 16 日（火） 11：00～13：30  

実施場所  （場所）守口市立東小学校  

 

  

参加対象  団体名：守口市立東小学校 4 年生  

参加人数  参加総数  45 名   

参加者  45 名 山本校長、和田教頭、雪竹担任、2 組担任、生徒 41 名

連携団体関係者    

府県・市職員    

淀川河川事務所    

河川レンジャー運営事務局   
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ス ケ ジ ュ

ール  

  

  

  

  

  

  

   11：00 

11：40

開始：教室での授業準備・4 年 1 組 2 組児童集合  

11：45 ・出来レンジャーの挨拶及び河川レンジャーの紹介  

・パワーポイントによる以下の項目についてのお話  

①  河川レンジャーの活動  

②  淀川のなりたち  

③  ワンドのなりたち  

④  東小学校の海抜は  

⑤  淀川の大きさ・特徴  

⑥  淀川の水の使われ方  

⑦  守口の水はどれ？  

⑧  淀川の水を汚す原因  

⑨  川の水をきれいにするには  

⑩  淀川の在来魚と外来魚  

⑪  淀川の水害（台風 18 号）  

 ⑫  ダム・洗堰の役割  

⑬  水害への対策  

⑭  南海トラフ地震  

⑮  淀川の自慢できること  

・淀川の魚のパネル  

・淀川水系から取水した水を展示し守口で取水した水を当ててもらう  

14：30 ・児童達の質問  

14：35 ・淀川で捕獲した魚の見学（水槽展示）  

15：20 後片付け：終了  

配付資料  ・淀川の環境について学ぶ  

関係機関からの支援内容 守口市教育委員会の取り計らいで守口市小中学校校長会で出前授業の内容

についてのプレゼンを設定いただいた  

河 川 レ ン

ジ ャ ー の

活動内容  

  

準 備  5 月 13 日 守口市小中学校校長会で出前授業の内容について資料を配布しプ

レゼン  

6 月 4 日 担当教師 2 名と授業内容について打合せ校長に授業の方向性等説

明授業用のパワーポイント作成（65 枚）および担任先生への抜粋資料 (5

ﾍﾟｰｼﾞ) 作成八雲ワンドの釣り同好会から在来魚の受領八雲ワンドで魚釣

り（カネヒラ 20 匹）  

当 日  
水槽準備、パワーポイントの接続、担任教師へのパワーポイントの抜粋資

料配布、パワーポイントを活用した授業、淀川で取水した水サンプル  

事 後  
水槽の片付け、教育委員会への結果報告水槽で展示したカネヒラ・モロコ

を守口市役所ロビーの展示用に提供した  

参加者からの意見  

児童から活発な発言があり淀川や防災への関心の深さが感じられた。  

淀川が 6000 年前は海の中であり、淀川の砂で陸地になった経緯を興味深く

聞いていた。上流住民と下流住民の連携の必要性や役割について理解し水

の大切さがわかったと思う。  
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5.2 活動状況  

  

  

授業風景 授業風景 

  

淀川で採取した水 淀川で捕獲した魚の展示に興味深そうにみつめる児童達
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６．淀川の環境についての小学校への出前授業  ・平成 27 年 6 月 21 日（日）  
  

6.1 実施状況  

活 動 名  守口市立守口小学校出前授業活動「淀川の環境について」  

活動分野  啓発その他  

氏  名  枚方出張所管内 出来 猛河川レンジャー    

連携等    

活動日時  平成 26 年 6 月 21 日（火） 8：00～10：30  

実施場所  （場所）守口市立守口小学校  

 

参加対象  団体名：守口市立守口小学校 4 年生  

参加人数  参加総数  108 名   

参加者  108 名 各担任 3 名、生徒 105 名  

連携団体関係者    

府県・市職員    

淀川河川事務所    

河川レンジャー運営事務局   
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ス ケ ジ ュ

ール  

  

  

  

  

  

  

   8：00

8：45

開始：教室での授業準備  

・4 年 1 組 2 組 3 組児童集合  

8：50 ・出来レンジャーの挨拶及び河川レンジャーの紹介  

・パワーポイントによる以下の項目についてのお話  

①  河川レンジャーの活動  

②  淀川のなりたち  

③  ワンドのなりたち  

④  東小学校の海抜は  

⑤  淀川の大きさ・特徴  

⑥  淀川の水の使われ方  

⑦  守口の水はどれ？  

⑧  淀川の水を汚す原因  

⑨  川の水をきれいにするには  

⑩  淀川の在来魚と外来魚  

⑪  淀川の水害（台風 18 号）  

 ⑫  ダム・洗堰の役割  

⑬  水害への対策  

⑭  南海トラフ地震  

⑮  淀川の自慢できること  

・淀川の魚のパネル  

・淀川水系から取水した水を展示し守口で取水した水を当ててもらう  

9：30 ・児童達の質問  

9：35 ・淀川で捕獲した魚の見学（水槽展示）  

10：30 後片付け：終了  

配付資料  ・淀川の環境について学ぶ  

関係機関からの支援内容 守口市教育委員会の取り計らいで守口市小中学校校長会で出前授業の内容に

ついてのプレゼンを設定いただいた  

河 川 レ ン

ジ ャ ー の

活動内容  

  

準 備  5 月 13 日 守口市小中学校校長会で出前授業の内容について資料を配布しプ

レゼン  

6 月 8 日 担当教師と授業内容について打合せ授業用のパワーポイント作成

（65 枚）および担任先生への抜粋資料 (5 ﾍﾟｰｼﾞ) 作成八雲ワンドの釣り

同好会から在来魚の受領八雲ワンドで魚釣り（カネヒラ 20 匹）  

当 日  
水槽準備、パワーポイントの接続、担任教師へのパワーポイントの抜粋資料

配布、パワーポイントを活用した授業、淀川で取水した水サンプル  

事 後  

水槽の片付け、教育委員会への結果報告水槽で展示した「宇宙メダカ」を 5

年生の授業用に提供した水槽で展示したカネヒラ・モロコを守口市役所ロビ

ーの展示用に提供した  

参加者からの意見  

児童から活発な発言があり淀川や防災への関心の深さが感じられた。  

上流域の住民(琵琶湖住民)が下水道整備や外来魚駆除等で水質保持に努力

していること。自分たちも大切にしなければと感じたようです。  
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6.2 活動状況  

 

  

授業風景 淀川の魚展示 

  

淀川で採取した水 淀川で捕獲した魚の展示に興味深そうにみつめる児童達
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７．淀川の環境についての小学校への出前授業   ・平成 27 年 6 月 30 日（火）  
  

7.1 実施状況  

活 動 名  守口市立さつき小学校出前授業活動「淀川の環境について」  

活動分野  啓発その他  

氏  名  枚方出張所管内 出来 猛河川レンジャー    

連携等    

活動日時  平成 26 年 6 月 30 日（火） 13：35～14：20 4 年 1 組（32 名）平成 26 年 6 月 30 日

（火） 14：25～15：10 4 年 2 組（33 名）  

実施場所  （場所）守口市立さつき小学校  

 

  

参加対象  団体名：守口市立さつき小学校 4 年生  

参加人数  参加総数  69 名   

参加者  68 名 各担任 2 名、理科担当先生 1 名、生徒 65 名  

連携団体関係者    

府県・市職員    

淀川河川事務所    

河川レンジャー運営事務局 1 名   
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スケジュー

ル  

  

  

  

  

  

  

  

  

   12：30 

13：30

開始：教室での授業準備  

・4 年 1 組児童集合  

13：35 ・出来レンジャーの挨拶及び河川レンジャーの紹介  

・パワーポイントによる以下の項目についてのお話  

①  河川レンジャーの活動  

②  淀川のなりたち  

③  ワンドのなりたち  

④  東小学校の海抜は  

⑤  淀川の大きさ・特徴  

⑥  淀川の水の使われ方  

⑦  守口の水はどれ？  

⑧  淀川の水を汚す原因  

⑨  川の水をきれいにするには  

⑩  淀川の在来魚と外来魚  

 ⑪  淀川の水害（台風 18 号）  

⑫  ダム・洗堰の役割  

⑬  水害への対策  

⑭  南海トラフ地震  

⑮  淀川の自慢できること  

・淀川の魚のパネル  

・淀川水系から取水した水を展示し守口で取水した水を当ててもらう 

14:20 ・4 年 1 組授業終了／淀川で捕獲した魚の見学（水槽展示）  

14:23 ・4 年 2 児童集合  

14:25 ・授業開始  

15:10 ・授業終了／淀川で捕獲した魚の見学（水槽展示）  

16:10 ・後片付け：終了 

配付資料 ・淀川の環境について学ぶパワーポイントの抜粋版  

関係機関からの支援内容 守口市教育委員会の取り計らいで守口市小中学校校長会で出前授業の内

容についてのプレゼンを設定いただいた  

河 川 レ ン

ジ ャ ー の

活動内容  

  

準備 5 月 13 日 守口市小中学校校長会で出前授業の内容について資料を配布

しプレゼン  

6 月 8 日 担当教師と授業内容について打合せ授業用のパワーポイント

作成（65 枚）および担任先生への抜粋資料 (5 ﾍﾟｰｼﾞ) 作成八雲ワンド

の釣り同好会から在来魚の受領八雲ワンドで魚釣り（カネヒラ 20 匹）

当日 
水槽準備、パワーポイントの接続、担任教師へのパワーポイントの抜粋

資料配布、パワーポイントを活用した授業、淀川で取水した水サンプル

事後 

水槽の片付け、教育委員会への結果報告水槽で展示した「宇宙メダカ」

を 5 年生の授業用に提供した水槽で展示したカネヒラ・モロコを守口市

役所ロビーの展示用に提供した  

参加者からの意見  

児童から活発な発言があり淀川や防災への関心の深さが感じられた。 

アンケート結果から「淀川に興味が持てた 98%」「活動に参加したい 90%」

等今回の授業により淀川に興味を持ち活動に参加したい意志が感じられ

た（琵琶湖の住民の活動等を紹介したので）  
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7.2 活動状況  
 

  

授業風景 授業風景 

  

授業風景 淀川で捕獲した魚の展示に興味深そうにみつめる児童達

 

アンケート結果 

質   問 

  
持てなかった 
（思わない） 

すごく持てた (す

ごく思う） 持てた（思う） 
左 記 の

合計 

Ｑ１ 淀川に興味が持てましたか 42 66.7% 20 31.7% 98.4% 1 1.6%

Ｑ２ 淀川の事を調べたいと思いました

か 
26 41.3% 31 49.2% 90.5% 6 9.5%

内、Ｑ１ですごく持てたと回答した人 21 50.0% 19 45.2% 95.2% 2 4.8%
内、Ｑ１で持てたと回答した人 5 25.0% 12 60.0% 85.0% 3 15.0%

Ｑ３ また来たい（受けたい）と思いま

すか  
37 58.7% 23 36.5% 95.2% 3 4.8%

Ｑ４ どのような活動に参加したいです

か 
108 171.4%

Ｑ１の淀川に興味か持てた人が９８％と授業を熱

心に聞いてくれていた現れかと。また参画につい

てはやや尻込みしている面もあるが９０％と高い

数値になっている。 

Ｑ４どのような活動に参加したいかの問いには、

トップに川をきれいにする活動が魚とりと並んで

あがっている。琵琶湖の取り組みを紹介した性も

あるのか。また川を良くする方法の話し合いが２

４％もあった。小学生にもかかわらず流域住民の

連携の必要性を感じてくれたのか。 

３．川をきれいにする活動 27 42.9%

１．魚とりや鳥などの観察 27 42.9%

２．昔から日本にいる生き物を守る活

動 
17 27.0%

６．川を良くする方法の話し合い 15 23.8%

５．洪水から命を守る方法を学ぶ活動 12 19.0%

４．川の昔話などを聞く活動 10 15.9%
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８．ライフジャケットでのプール入水出前授業   ・平成 27 年  7 月 8 日（水）  
  

8.1 実施状況  

活 動 名  守口小学校ライフジャケット体験学習活動  

活動分野  防災  

氏  名  枚方出張所管内 出来猛河川レンジャー    

連携等    

活動日時  平成 27 年 7 月 8 日（水） 10：00 ～17：00   

実施場所  （場所）守口小学校  

     

参加対象  団体名：守口市守口小学校 6 年生 

参加人数  参加総数  101 名   

参加者  99 名 大人 5 名､子ども 94 名（守口小学校 5 年生児童）   

講師    

スタッフ  1 名   

連携団体関係者  名   

府県・市職員  名   

淀川河川事務所   

河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュー

ル  

  

  

  

  

  

  

10：00 

11：00 

開始： 守口小学校プールにて準備  

・プールに入る前の児童たちのシャワー  

・出来レンジャーによる本日の活動内容の説明  

11：05 ・児童によるライフジャケットの装着準備  

11：20 ・ライフジャケットを付けて水に浮く体験、自由遊泳  

11：50 ・ペットボトルによる水上での浮きの体験  

12：00 ・衣服を着たままでの浮きの体験比較  

12：15 ・プールから出た後の児童たちのシャワー  

17：00 ライフジャケットを乾かし、後片付け：終了  
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17：45 ライフジャケットを次の寺方小学校に運ぶ  

配付資料（レンジャー用）・守口小学校ライフジャケット着用体験スケジュール 

関係機関からの支援内容 

  

5/13 守口市教育委員会の推薦により守口市小学校校長会にてプレゼン実

施  

河川レンジ

ャーの活動

内容  

準 備  7/2(木) 6 年生の担任と授業内容と時間配分について議論・調整中央流

域センターからライフジャケット 140 着借用  

当 日  プール会場の設営（のぼり、ライフジャケット並べる）、授業の運営、撤

収  

事 後  ライフジャケットの返却  

参加者からの意見  

・ライフジャケットは良く浮き使いやすい  

・2 分間ライフジャケットで浮き自信が付いた  

・「浮いて待つ」ことの重要性が理解できた。  

・色々なもので浮くことが体験できた。  

・ライフジャケットをつけた自由時間が楽しかった。  

・良い経験になった。楽しかった。 

・スローロープの投的体験及び救助体験 

 
 

8.2 活動状況 

 

  

出来レンジャーによる注意事項の説明 ライフジャケットで浮くテスト 
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９．ライフジャケットでのプール入水出前授業   ・平成 27 年 7 月 10 日（金）  
  

9.1 実施状況  

活 動 名  寺方小学校ライフジャケット体験学習活動  

活動分野  防災  

  

氏  名  枚方出張所管内 出来猛河川レンジャー    

連携等    

活動日時  平成 27 年 7 月 10 日（金）  9：05 ～10：40 （5 年生）平成 27 年 7 月 10 日（金） 

11：00 ～12：35 （6 年生）   

実施場所  （場所）寺方小学校  

   

 

参加対象  団体名：守口市守口小学校 5 年生 ＆ 6 年生 

参加人数  参加総数  109 名   

参加者  53 名 寺方小学校 5 年生児童   

講師  3 名 担任の先生等  

スタッフ    

連携団体関係者  50 名 寺方小学校 6 年生児童   

府県・市職員  3 名 担任の先生等  

淀川河川事務所    

河川レンジャー運営事務局   

スケジュ

ール 

8：00 

9：05 

開始： 寺方小学校プールにて準備（5 年生）  

・プールに入る前の児童たちのシャワー  

・出来レンジャーによる本日の活動内容の説明 

9：15 ・児童によるライフジャケットの装着準備 

9：20 ・ライフジャケットを付けて水に浮く体験、自由遊泳  

9：45 ・スローロープの投的体験及び救助体験  

9：55 ・ペットボトルによる水上での浮きの体験 

10：00 ・衣服を着たままでの浮きの体験比較  
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10：15 ・プールから出た後の児童たちのシャワー  

10：25 ライフジャケットを乾かし、後片付け：終了  

10：40 開始： 寺方小学校プールにて準備（6 年生）  

11：35 ライフジャケットを乾かし、後片付け：終了(6 年生)  

16：30 ライフジャケットの片付け開始 

17：45 ライフジャケットを次の寺方小学校に運ぶ 

事 後  ライフジャケットの返却  

配付資料（レンジャ

ー用）  

・守口小学校ライフジャケット着用体験スケジュール  

・ライフジャケットの着用方法・浮き方・スローロープの使い方の資料  

関係機関からの支援

内容  

5/13 守口市教育委員会の推薦により守口市小学校校長会にてプレゼン実施 

  

河 川 レ ン ジ

ャ ー の 活 動

内容  

  

準 備 7/1(水) 5 年生・6 年生の担任と授業内容と時間配分について議論・調整中央

流域センターからライフジャケット 140 着借用  

当 日 プール会場の設営（のぼり、ライフジャケット並べる）、授業の運営、撤収  

事 後 ライフジャケットの返却  

参加者からの意見  

・「浮いて待つ」ことの重要性が理解できた。  

・色々なもので浮くことが体験できた。  

・スローロープの使い方と役割が分かった  

・良い経験になった。楽しかった。  

 

9.2 活動状況 

 

 

ライフジャケットで浮くテスト ライフジャケット着用での自由時間 
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１０．ライフジャケットでのプール入水出前授業  ・平成 27 年 7 月 13 日（月）  
 

10.1 実施状況  

活 動 名  東小学校ライフジャケット体験学習活動  

活動分野  防災  

  

氏  名  枚方出張所管内 出来猛河川レンジャー    

連携等    

活動日時  平成 27 年 7 月 13 日（月） 11：00 ～12：35 （5 年生）平成 27 年 7 月 13 日（月） 

13：30 ～15：05 （6 年生）   

実施場所  （場所）東小学校  

   

 
       

参加対象  守口市東小学校 5 年生 ＆ 6 年生   

  

参加人数  参加総数  130 名 

参加者  122 名5 年生児童 51 名、6 年生児童 71 名 

講師  6 名担任の先生等 

スタッフ  1 名山本校長 

連携団体関係者    

府県・市職員   

淀川河川事務所   

河川レンジャー運営事務局   
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スケジュール 10：00 

11：00 

開始： 東小学校プールにて準備（5 年生） 

・プールに入る前の児童たちのシャワー 

・出来レンジャーによる本日の活動内容の説明 

11：20 ・ライフジャケットを付けて水に浮く体験、自由遊泳  

11：40 ・スローロープの投的体験及び救助体験  

11：48 ・山本校長による救助実演  

12：00 ・ペットボトルによる水上での浮きの体験  

12：10 ・衣服を着たままでの浮きの体験比較  

12：18 ・プールの中での着替え体験  

12：25 ・プールから出た後の児童たちのシャワー  

12：30 ・ライフジャケットを乾かし、後片付け：終了  

13：30 開始： 東小学校プールにて準備（6 年生）  

15：05 ライフジャケットを乾かし、後片付け：終了(6 年生)  

16：30 ライフジャケットの片付け開始  

17：45 ライフジャケットを次の東小学校に運ぶ 

配付資料（レンジャー用）  ・東小学校ライフジャケット着用体験スケジュール  

・ライフジャケットの着用方法・浮き方・スローロープの

使い方の資料  

関係機関からの支援内容  5/13 守口市教育委員会の推薦により守口市小学校校長会に

てプレゼン実施 

河川レンジャーの

活動内容  

 

準 備  7/3(金) 5 年生・6 年生の担任と授業内容と時間配分につい

て議論・調整中央流域センターからライフジャケット 140

着借用  

7/10（金）ライフジャケットの搬入  

当 日  プール会場の設営（のぼり、ライフジャケット並べる）、授

業の運営、撤収  

事 後  ライフジャケットの返却  

参加者からの意見 ・校長先生の救助実演は楽しくてためになった。  

・水の中での着替えのむつかしさが分かった。おぼれた時

は脱がない方が良いことも分かった。  

・ライフジャケットを実際に付けてみて自信になった。  

・良い経験になった。楽しかった。 

 

10.2 活動状況 

 

 

ライフジャケットで浮くテスト 校長先生による救助実演 
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１１．ライフジャケットでのプール入水出前授業  ・平成 27 年 7 月 15 日（水）  
 

11.1 実施状況  

活 動 名  錦小学校ライフジャケット体験学習活動  

活動分野  防災  

  

氏  名  枚方出張所管内 出来猛河川レンジャー    

連携等    

活動日時  平成 27 年 7 月 15 日（水）  13：40 ～15：15 （6 年生）  

実施場所  （場所）錦小学校  

   

 

  

       

参加対象  守口市錦小学校 6 年生   

  

参加人数  参加総数  126 名  

参加者  122 名 錦小学校 6 年生児童   

講師   

スタッフ  4 名  

連携団体関係者  名  

府県・市職員  名  

淀川河川事務所   

河川レンジャー運営事務局 名  

スケジュール 13：40 

13：45 

開始： 寺方小学校プールにて準備（5 年生）  

・プールに入る前の児童たちのシャワー  

・出来レンジャーによる本日の活動内容の説明  

13：50 ・児童によるライフジャケットの装着準備  

13：55 ・ライフジャケットを付けて水に浮く体験（男子）  

14：10 ・ライフジャケットを付けて水に浮く体験（女子）  

14：35 ・スローロープの投的体験及び救助体験  
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 14：40 ・ペットボトルによる水上での浮きの体験  

14：45 ・衣服を着たままでの浮きの体験比較  

14：55 ・プールから出た後の児童たちのシャワー  

15：05 ライフジャケットを乾かし、後片付け：終了  

配付資料（レンジャー用）  ・守口小学校ライフジャケット着用体験スケジュール  

・ライフジャケットの着用方法・浮き方・スローロープの使い

方の資料  

関係機関からの支援内容  5/13 守口市教育委員会の推薦により守口市小学校校長会にて

プレゼン実施 

河川レンジャーの

活動内容  

  

準 備  7/6(月) 6 年生の担任と授業内容と時間配分について議

論・調整中央流域センターからライフジャケット 140 着借

用ライフジャケット搬入  

当 日  プール会場の設営（のぼり、ライフジャケット並べる）、授業

の運営、撤収  

事 後  ライフジャケットの返却  

参加者からの意見  

・「浮いて待つ」ことの重要性が理解できた。  

・ライフジャケットで浮く経験ができた。  

・スローロープの使い方と役割が分かった  

・良い経験になった。楽しかった。  

 

11.2 活動状況 

 

  

ライフジャケットで浮くテスト ライフジャケット着用での自由時間 
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１２．淀川の環境・防災についての意見交換 平成 27 年 8 月 22 日(土)～24 日(月) 

 
12.1 実施状況  

活 動 名 淀川を知ろう展 （「淀川の魚とヨシについて」の展示及び意見交換）  

活動分野 啓発その他・自然観察  

氏  名  出来 猛（枚方出張所管内河川レンジャー)  

連携等  後援（団体名：大阪国際大学くすくすひろば）  

活動日時 平成 27 年 8 月 22 日(土)～24 日(月) 11：00～17：00  

実施場所 京阪守口市駅前(テルプラザ１F)くすくすひろば  

参加対象 地域住民  

参加人数 

  

  

  

  

  

  

  

参加総数 56 名 22 日 24 名 、23 日 18 名 、24 日 14 名  

参加者 53 名 大人 30 名、子ども 23 名  

講師 名   

スタッフ 3 名 大阪国際大学くすくすひろばスタッフ 1 名×3 日、 

連携団体関係者 名   

府県・市職員 名   

淀川河川事務所 名   

河川レンジャー運営事務局 名   

 スケジュ

ール 

10:00 開始、水槽展示来場者に説明開始、ヨシ笛教室開始 

17:00 終了(23 日) 

10:00 開始、水槽展示来場者に説明開始、ヨシ笛教室開始 

17:00 終了(2４日) 

10:00 開始、水槽展示来場者に説明開始、ヨシ笛教室開始 

17:00 後片付け開始 

18:00 終了 

配付資料  
告知チラシ(担当レンジャー作成)、河川レンジャーNews 春（私の投稿分）、

  

関係機関からの支援

内容  

大阪国際大学から会場「くすくすひろば」の無償提供事務局からレンジャー

活動説明パネル  

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備  
大阪国際大学と日程調整、会場借用、在来魚･水槽準備、チラシの配布展示パ

ネルの準備、ヨシの伐採・乾燥・加工、在来魚の捕獲  

当 日  会場設営、在来魚展示、来訪者への説明、ヨシ笛教室開講、口撤収 

事 後  展示パネルの返却 

参加者からの意見  

・ヨシ笛作り楽しかった。中々笛が鳴らなかったが鳴るようになり嬉しかっ

た。  

・ヨシ笛が簡単に作れた。  

・淀川にはヨシがたくさんあり、浄化効果も教えてもらい理解できた。  

・カネヒラの大量発生を聞いた。  

・魚の見分け方が分かった。  
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12.2 活動状況  

  

  

会場風景 淀川の魚の展示 

  

ヨシ笛作り 淀川の魚に見入る子供 
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１３．守口市の防災を考える展の展示および意見交換  ・平成 27 年 9 月 13 日(日) 
 

13.1 実施状況  

活 動 名 「守口市の防災を考える展」の展示および意見交換  

活動分野 啓発その他・防災  

氏  名  出来 猛（枚方出張所管内河川レンジャー)  

連携等  共催（団体名：守口市 危機管理課）協力（団体名：淀川資料館、大阪国際大学くすくす

ひろば）  

活動日時 平成 27 年 9 月 13 日(日) 10：00～17：00  

実施場所 京阪守口市駅前(テルプラザ１F)くすくすひろば  

参加対象 地域住民  

参加人数 

  

  

  

  

  

  

  

参加総数  29 名   

参加者  27 名 大人 19 名、子ども 8 名  

講師  名   

スタッフ  1 名 大阪国際大学くすくすひろばスタッフ 1 名、  

連携団体関係者  名   

府県・市職員  １名 守口市･危機管理課 1 名  

淀川河川事務所  名   

河川レンジャー運営事務局 名   

スケジュ

ール 

10:00 開始、来場者に説明開始、チラシ配布  

17:00 展示終了、撤収開始  

配付資料  
告知チラシ(担当レンジャー作成)、河川レンジャーNews 春（私の投稿分）、

淀川資料館チラシ（大正 6 年の洪水）  

関係機関からの支援

内容  

大阪国際大学から会場「くすくすひろば」の無償提供事務局からレ

ンジャー活動説明パネル淀川資料館から淀川の洪水・防災パネル防

災グッズの借用（ＮＥＣ）  

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備  

守口市危機管理課と共同主催の要請と出展協議、大阪国際大学と日程調整、

会場借用、在来魚･水槽準備、ヨシ笛用ヨシの準備、チラシの配布、展示パネ

ルの準備 

（守口市危機管理課、淀川資料館）、展示用防災グッズの借用  

当 日  
会場設営、在来魚展示、来訪者への説明、防災に関する協議・ヨシ笛つくり

教室でヨシ笛つくり指導、防災グッズの展示、チラシ配布、撤収  

事 後  展示パネルの返却、守口市危機管理課と総括および今後の展開について協議

参加者からの意見  

守口市の海抜の低さに驚いた。水害の危機管理が必要ですね。南海トラフ地

震の津波は守口までは本当に来ないの？。守口市内の地下排水路の整備状況

がよくわかった。早く完成させてほしいですね。企業の防災関連担当者も来

所し防災について議論できた。  
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13.2 活動状況 

  

  

会場風景 守口市危機管理室の展示風景 

  

淀川の淡水魚の展示 防災グッズを見る来訪者 
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１４．佐太の用水路の清掃活動                   ・平成 27 年 10 月 12 日（月） 

 

14.1 実施状況  

活 動 名  守口佐太用水路の清掃活動  

活動分野  河川美化 

氏  名  枚方出張所管内出来猛河川レンジャー    

連携等  団体名：守口市、川をきれいにする運動 

活動日時  平成 27 年 10 月 12 日（祭） 9：00 ～ 11：50   

実施場所  (場所)守口市佐太地区幹線水路  

  

参加対象  地域住民（川をきれいにする運動）・一般 

参加人数  参加総数  22 名   

参加者  20 名 大人 17 名､子ども 3 名   

講師    

スタッフ  2 名 川をきれいにする会河野会長、町内会長１名  

連携団体関係者  名   

府県・市職員  名   

淀川河川事務所    

河川レンジャー運営事務局 名   

  

ス ケ ジ ュ

ール 

8：30 

9：00 

開始： 準備・集合  

・川をきれいにする会河野会長挨拶、出来レンジャーによる本日の活動内

容の説明  

9：10 ・幹線水路清掃作業開始  

11：50 後片付け：終了 

配付資料  河川レンジャーニュース  

関係機関からの支援内容 ・守口市からゴミ袋の支給とゴミの回収作業のご支援をいただきました 

 ・「川をきれいにする運動」からトング、カマ、草刈り機の提供  

  



 

32 

 

 

河川レン

ジャーの

活動内容  

  

準 備  胴長を４着、案内ポスターの作成と掲示、  

参加者の勧誘、ごみ取りネットの準備 

当 日  

胴長を着て清掃活動（用水路の中に入り土手の草刈り、川の中に投棄さ

れた空き缶やペットボトルやシートの回収）草刈り機による清掃作業河

川レンジャー幟の取り付け、清掃活動の運営・調整  

事 後  関係各位への報告と御礼、次回の活動に関する打合せ  

参加者からの意見  

今年の 4 月以来の活動で草が伸び空き缶も多かった。胴長４着で用水路

の中に入り空き缶、草刈りをした。  

１時間半くらいの予定であったが、2 時間半くらいかかった。  

用水路の中やゲシが見違えるように綺麗になった。  

  

14.2 活動状況  

  

  

用水路の清掃活動準備 用水路の清掃活動後 

  

収集したごみの山 用水路立て看板 
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１５．城北ワンドでヨシ笛作りとスローロープ投げ  ・平成 27 年 10 月 17 日(土) 

 

15.1 実施状況  

活 動 名 淀川クリーンキャンペーン参加（城北ワンドでヨシ笛作り体験）  

活動分野 河川美化・ 

  

環境保全・啓発その他・広報・自然観察・水利用等・防災  

 

氏  名  出来 猛（ 

  

枚方出張所管内河川レンジャー)  

活動日時 平成 27 年 10 月 17 日(土) １１:００～１５:００  

実施場所 淀川左岸 

参加人数 

  

  

  

  

  

  

  

参加総数 76 名   

参加者 72 名 ヨシ笛づくり 一般参加（大人 38 名､子供 34 名）  

講師 名   

スタッフ 3 名   

連携団体関係者 ―名 （イタセンネット、大工大学生、）  

府県・市職員 ―名 （旭区職員、府水生生物センター職員）  

淀川河川事務所  ―名   

河川レンジャー運営事務局 1 名   

スケジュ

ール  

10:30 

11:00 

準備  

ヨシ笛つくり一般参加者に指導。  

ヨシ･オギの違い。群生箇所、葭簀等利用されてきたこと、水質浄化

作用効果等説明スローロープの投げ方講習  

同時開催約

800 名参加 

イタセンネット主催  

外来魚駆除釣り大会（10:00～15:00）  

地引網による外来種の捕獲（13:00～14:00）旭区役所･大阪工業

大学主催  

淀川クリーンキャンペーン（14:00～15:00）  

15:00 ヨシ笛づくり指導終了  

15:15 後片付け 終了  

関係機関からの支援内容 【淀川河川事務所】 のぼり、ヨシ笛作り工具 

城北 ワンド   

 

活動範囲  
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河川レン

ジャーの

活動内容 

準  備  

9/14 共同開催の大阪市旭区・大阪工業大学等とイベントの詳細につき

調整会議大阪市旭区及び守口市にチラシ配布依頼下見による確認（ゴミ

状況、安全確認等）  ヨシ笛づくりに必要な材料を準備  

（乾燥ヨシ長さ 10cm 位 100 本程度、はさみ、カッターナイフ、安全用

具等）  

当  日  資材積み込み、作業説明、作業指導、安全管理、反省会  

事  後  後片付け、作業エリアの見回り、大阪市旭区に活動状況の報告  

参加者からの意見  同じように見えても葉っぱの違いで区別ができることが良く分かった。

ヨシ笛が簡単に作れ、鳴ったとき感動した。早速家に帰り、孫に教えたい。

（ヨシ笛づくりに参加した人のほぼ全員の笛が鳴ったので、皆さん喜んで

いただいた）  

 

15.2 活動状況  

 
 

 

 

ヨシ笛づくり（安全に工夫） ヨシ笛づくり 
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○山口河川レンジャー（上半期）活動報告 

１６．平成 27 年度 河川レンジャー活動の目的と達成手段 

 

16.1 活動の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

16.2 活動の目標 

 

 

 

 

 

枚方で生まれ育った私は少年時代から、淀川や天野川で魚を捕り川で泳いで遊んでいた。

しかし水質悪化と護岸の三面張り整備、小学校からの指導によって川へ入れなくなってし

まう。 

それ以降川で遊ぶことも無く、川に対しても「大きな排水路」としか感じなくなった。 

 

しかし成人後、全国各地の河川保全や自然体験活動の仕事をしていく中で、川と向き合っ

た生活を続けている方々や、川遊びを心の底から楽しんでいる子どもたちの笑顔に出会え

たことで、川の面白さ・楽しさを改めて再確認した。 

また、豪雨による河川氾濫の水害に遭った際は、地域の方が一丸となって水害と向き合い、

戦っていく姿に心打たれ、川の恐ろしさとそれに対する心構えの大切さも身にしみて感じ

た。 

その地域では「川と一緒に生きていく」「自分の生活の一部」という意識が根付いていた。

 

生まれ故郷に戻り、地元の方に淀川の事を聞いても、以前の私と同じ「大きな排水路」の

イメージを持っている方が圧倒的に多く「自分たちの生活の一部」という意識はなかった。

こういった市民生活と川との心理的な乖離が一因となり環境保全や整備事業に対しても、

市民の関心が希薄になってしまったのではないか。私はその心の距離感、意識の変革が課

題であると考えた。 

 

河川と触れ合う機会が少ない現状に対し、まずは自然体験活動や啓発活動を通して魅力を

伝え、川に対する親しみを流域住民に持っていただく。川と人との距離を縮め、自分たち

の共有財産であるという意識を定着させることで上記課題の解消を目指す。 

また、そういった意識を持った方々が実感を伴って川づくりに関われるよう、川と安全に

触れ合えるようなスポットを関係団体と連携し枚方の河岸に実現させる。 

「淀川の魅力や川との関わり方を定期的に発信する場」としても活用し、活動内容や成果

の情報を広く発信することでより関心を深める。 

そのなかで運営の主となる若い人材を育成し、継続的に運営出来る体制を構築していくこ

とで 

次代においても「人と川との関わり方」を考慮した河川整備のあり方を話し合える場とす

る。 

 

こうした私の取り組みを通して、流域の住民が愛着と誇りを持ち、その危険性と上手く付

き合いながら、「生活の一部」として実感できる身近な淀川となることを目指す。 

Step1 アプローチ性の高い自然体験活動と啓発活動および広報活動を行い関心を高める

Step2 地域自治体や活動団体などへ連携を行い、相互協力体制の構築を目指す。 

Step3 自主活動を行える人材の育成と継続的に活動できる場所づくりを行っていく 
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●活動内容 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年次）

試行 1 期 2 期 

1 2 3 4 5～RA

Step1  地域住民の

関心を高める 

① 自然体験活動 

・幼児～小学生の河川での原体験 

・保護者への河川アクティビティの提供 

② 淀川に関する出前講座、歴史ウォーク 

・淀川の歴史や文化、生物や環境についての解説 

③ 若年層への情報発信 

・これまで関心が希薄だった若年層への情報アプロ

ーチ 

     

Step2 

 河川レンジャーと 

 管理者が協働して 

 取り組む 

① 河川との関わり方を考えるワークショップ 

・流域住民や各団体と対話の場を作る。 

・河川利用と治水のあり方について意見を共有する

② 淀川に関する施設の利用促進と相互協力事業 

・各教育施設や河川設備を有効に活用し、市民団体

の利用を促進するとともに各団体・他レンジャー

や他流域とのコラボレーション企画を実施してい

く。 

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

① 淀川リバースプロジェクト（仮） 

・活動プログラムをモデル化し、継続的に実施でき

るプロジェクトを構成して市民活動にシェア。 

各流域住民が楽しみながら参加できる仕組み作り

を行い、運営を支援する。 

     

 

平成２７年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

河川の環境保全を図る活動 淀川河川公園・枚方地区周辺での自然体験活動 

淀川に係わる歴史・文化の普

及・啓発 

淀川歴史ウォーク（枚方宿周辺とその史跡をたどる） 

出前講座 

川づくり・まちづくりへの参

画・支援活動 
ひらかたまちづくりプロジェクト 

防災・救援・救難の推進を図

る活動 
ひらかた防災学校への防災出展 
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１７．淀川歴史ウォーク「古代の枚方と淀川」             ・平成 27 年 5 月 20 日(水) 
17.1 実施状況 

活 動 名 淀川天野川歴史ウォーク「百済寺をめぐる」活動 

活動分野 啓発その他 

氏  名 枚方出張所管内 山口遼太河川レンジャー  

連携等  

活動日時 平成 27 年 5月 20 日（水） 9：45 ～12：00  

実施場所 （場所）枚方市中宮｢百済寺遺跡｣ 

参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 7 名  

参加者 6 名 大人 6名､子ども 名  

講師  

スタッフ 名  

連携団体関係者 名  

府県・市職員 名  

淀川河川事務所  

河川レンジャー運営事

務局 

1 名  

 

スケジュ

ール 

9：45 開始：京阪枚方市駅 構内集合 

10：00 ・山口レンジャーによる挨拶および本日の歴史ウォークのコース説明 

10：05 ・上記実施場所図に記載したルートを探訪 

10：15 ・枚方京街道よりカササギ橋の探訪 

10：35 ・天野川河口淀川合流点の見学 

11：00 ・天野川沿いを上流へ向かって、百済神社に到着 

11：30 ・百済神社境内の歴史的遺物の説明 

12：00 京阪枚方市駅到着：終了 

配付資料 ・歴史ウォークルート図 

・中宮・宮之坂 戦前の風景写真 

・奈良時代の近畿地方図「大日本読史地図」昭和 10 年 

・百済寺跡・伽藍想像図 

・百濟王神社・百濟寺跡 解説資料 

関係機関からの支援内容 百済王神社 関係者による歴史解説・解説資料の提供 
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河川レン

ジャーの

活動内容 

 

準 備 広報資料の作成・配布（地域公民館・京街道沿いの施設など） 

当 日 安全管理・活動全般 

事 後 
書類作成 

まとめ 

参加者からの意見 

・自分が棲んでいる町の所々に今なおちゃんと残っている遺物を手掛かりに

歴史を辿ると、時代時代の人々の生活が感じられ、現代まで繋がっている

と思うとワクワクします。今、生活している我々やその文化、そして天野

川や淀川、そこに生息している生き物たちのいる風景も未来につながって

いく１つの過程として、後世の人たちにも枚方は素敵なところと思っても

らえるようきちんと繋いでいきたいものです。 

・行程も無理が無く、詳しい説明を聞かせていただきました。 

・生活圏内にたくさんの遺物があるにもかかわらず、普段は気に留めること

もありませんが、いつも目にしている道標 1 つを前に説明を聞いていると

その地点の古の風景を思い描く事が出来ました。 

・ 終目的地の百済寺跡では百済寺の縁起とその変遷を聞かせていただき、

遠い古えに想いを馳せ、改めて「枚方って凄いところだな！」と思いまし

た。 

・百済寺跡までの行程で天野川河川敷を歩きましたが、色々な鳥を観察する

ことができました。鳥の名前を覚えているところなので、とても有意義な

行程でした。 

 

 

17.2 活動状況 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ・山口レンジャーによる京街道の説明  ・百済神社の荘厳なシンメトリー 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ・百済寺での参加者の「ちょっと一服」風景  
・枚方八景のひとつに数えられる百済寺の 

解説パネル 
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○雨嶋河川レンジャー（上半期）活動報告 

１８．平成 27 年度 河川レンジャー活動の目的と達成手段 
 

18.1 活動の目的 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 18.2 活動の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

●活動内容 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年次）

試行 1 期 2 期 

1 2 3 4 5～RA

Step1 

 地域住民の関心を 

 高める 

① 現状調査 

・ 既存資料調査、聞き取り調査によって、樟

葉付近の河川環境の魅力と課題、活動への

協力者や参加対象について整理する。 

② 啓発活動 

・ 聞き取り調査でレンジャー活動の理解促進。

・ 参加対象候補の代表者などを集めて、現地

視察ツアーを行う。 

・ Step2 の活動においても啓発活動を継続。 

     

Step2 

 河川レンジャーと 

 管理者が協働して 

 取り組む 

① 活動方針と実施計画作成（3ヵ年） 

・ Step1 を踏まえて、樟葉地区の河川環境 の

保全と活用について意見をとりまとめ、活

動方針と実施計画を作成する。（ＷＧ実施＊）

② 樟葉地区での活動実施 

・管理者や協力者と協働して活動を実施する。

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

① 計画の見直し 

・ 新の知見や各活動での反省点を計画にフ

ィードバックする。（ＷＧ実施＊） 

② 活動の継続に向けた取り組み 

・活動を継続する中で、活動の担い手を育成す

るとともに、行政に意見をフィードバックす

る機会を確立する。 

     

＊できれば、活動への協力者や参加候補者、河川管理者を集めてＷＧを実施。 

枚方市樟葉付近の淀川は、ワンドや砂礫河原もあり、多様で魅力的な水際があります。

しかし、高水敷にゴルフ場が広がり、水辺まで道はなく草が茂っていて近づきにくい状況

にある。 

また、豊臣秀吉が淀川の氾濫防止のため築いた「文禄堤」とこれを利用した「京街道」、

日本唯一の河川台場である「樟葉台場」など淀川に係る史跡も存在している。 

私は地域の方々に淀川の自然や歴史をもっと身近に感じ、楽しめる場所にすることを目

的に活動する。 

Step1 樟葉の現状調査（魅力や課題、利用者ニーズ）を通じて地域住民、利用者の関心を高

める。 

Step2 樟葉地域で実行可能な活動を管理者と相談し、段階的に地域が主体となった環境学習

や保全活動などを展開する。 

Step3 樟葉での活動の継続に向けて、活動の担い手を育成するとともに、地域住民が河川管

理に積極的に参画できる中長期的な活動計画を行政と作成する。 
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平成２７年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

河川行政と地域・住民・住民

団体とのコーディネートを図

る活動 

樟葉地区の現状調査と啓発活動（聞き取り調査） 

樟葉地区の現状調査と啓発活動（イベント） 
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１９．くずは淀川の魅力発見ツアー          ・平成 27 年 10 月 25 日（日） 
 

19.1 実施状況 

活 動 名 くずは淀川の魅力発見ツアー 

活動分野 環境保全・啓発・広報・自然観察・水利用等・防災 

氏  名 枚方出張所管内 雨嶋佐葉子河川レンジャー  

連携等 団体名：NPO 法人ひらかた環境ネットワーク会議 

サポート：仁枝・瀬野河川レンジャーアドバイザー、東河川レンジャー 

活動日時 平成 27 年 10 月 25 日（日） 13：00 ～ 17：00  

実施場所 （場所）淀川左岸くずは上流散策ルート 

参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 22 名  

参加者 14 名 大人 12 名､子ども 2名  

講師  

スタッフ 3 名 仁枝・瀬野河川レンジャーアドバイザー、東河川レンジャー

連携団体関係者 4 名 NPO 法人ひらかた環境ネットワーク会議 

府県・市職員 名  

淀川河川事務所  

河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

13：00 開始：樟葉駅前 受付開始、スタッフミーティング 

13：30 ・ 雨嶋レンジャーによる開始挨拶、スタッフ紹介及び本日の活動の案内説明

（ルート説明等） 

13：45 ・ 旧樟葉駅（現在の樟葉駅周辺は湿地沼地だった）、文禄堤と京街道（古代、

中世、近代の淀川に係る歴史）、H25 年台風 18 号時の浸水と防災に関する雨

嶋 Rによる説明 

14：20 ・ 瀬野 RA による大阪市樟葉取水口の見学及び大阪市の上水道に関する説明 

14：40 ・ 楠葉台場跡地等の見学及び雨嶋 Rによる解説、一時休憩 



 

42 

 

 

 15：10 ・ 淀川堤防に上がり、男山、天王山、三川合流付近を眺望し、仁枝 RA による

歴史、河川の説明 

15：13 ・ 高水敷緊急用道路を下流方面に歩き、植物や鳥類等の観察、雨嶋 R より外

来種の説明 

15：25 ・ 楠葉取水塔に到着、雨嶋 Rより H25 年台風 18 号時の増水状況を説明、瀬野

RA による大阪市の上水道の補足説明 

15：50 ・ 雨嶋 Rによる楠葉ワンドの解説及び見学 

16：15 ・ 本川の河原にて記念写真・アンケートの記入 

16：30 ・ くずはゴルフ場の見学および場内通過 

16：45 ・ 樟葉駅前に到着 

17：00 ・ 雨嶋 Rおよび「NPO 法人ひらかた環境ネットワーク会議」代表者による挨拶

・ 終了解散 

配付資料 ① くずは淀川の魅力発見ツアー資料 

② アンケート調査票 

③ 淀川河川敷の草木案内チラシ 

④ 淀川のワンドに行ってみようパンフレット 

⑤ みんなの淀川を、みんなで守ろうパンフレット 

⑥ 河川レンジャーニュース(Ｎｏ32 春号） 

⑦ 「茅人への道」案内チラシ（東 R企画） 

⑧ 今から君もよどがわはかせ！活動案内チラシ（酒井 R企画） 

関係機関からの支援内容 ・ NPO 法人ひらかた環境ネットワーク会議：参加者の募集支援、歴史ガイドの

補助、企画立案時の打合せ 

・ 枚方河川事務所：企画立案時の相談、H25 台風時の写真提供、町楠葉地区浸

水の原因情報提供 

・ 事務局：資料④⑤⑥提供、資料一式の印刷、幟やマイク、ボードの貸出、

当日の記録 

・ 仁枝 RA：企画への助言 

河川レン

ジャーの

活動内容 

 

準 備 ・ 企画立案：現地調査、情報収集、連携団体との協議、ゴルフ場通過に係る

許可確認 

・ 広報：ちらし作成、レンジャーHP 掲載、ちらしの配布⇒楠葉生涯学習セン

ター、枚方市中央図書館、楠葉小学校、楠葉西小学校、楠葉北小学校、町

楠葉自治会、町楠葉周辺商店 3店舗、NPO 法人ひらかた環境ネットワーク会

議 ML からの発信 

・ 物品借用、配布資料、当日スケジュールの作成 

・ 前日の下見：魅力と課題の確認、安全管理面での注意点確認 

当 日 ・ 資料など運搬、KY 活動、スタッフミーティング、ツアーガイド、安全管理

事 後 
・ 物品返却、アンケート集計 

・ ミーティング（振返りと今後の企画に向けて）2015.11.1 

参加者からの意見 

魅力発見 

・ 意外に堤防が近くにある。 

・ 初めてゆっくりワンドをみた。生物に興味がある。いつまでも残し

てほしい。 

・ 自然が残っていて景観が素晴らしかった。（河原、三川合流、男山、

天王山等）⇒多数意見、舟運を発展させてほしい。 

・ 河原でくらわんか茶碗や土器が発見されて面白かった。 

課題 

・ 京街道：歴史案内の標識があったほうがよい。 

・ 高水敷緊急用道路：近隣住民へ利用方法の案内があったほうがよい。

高速の自転車が危険。草が多すぎる（川が見えない）。 

・ ゴルフ場：通過箇所の工夫が必要（現在はコースを横断する道しか

ない） 

・ 休憩場、トイレ、売店がない。3 時間ツアーはきつい。 

・ 堤防、ワンド：河川側の土手にベンチをおく、東屋を設けるなど眺

望を楽しめるスポットをつくってほしい。 
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19.2 活動状況 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 雨嶋Rによる本日のツアーの説明風景  瀬野 RA による樟葉取水場の説明風景 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
高水式における緊急用道路を散策し生き物や植

物等の観察・学習風景 
 

雨嶋 Rによる「楠葉ワンド」における成りたちの

説明と現地見学風景 
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○玉井河川レンジャー・上田河川レンジャー連携活動 

２０．点野ワンド・砂州周辺みんなの水辺づくり        ・平成 27 年 4 月 19 日(日) 
 

20.1 実施状況 

活 動 名 点野みんなの水辺づくり 

活動分野 環境保全 

氏  名 玉井 理恵（枚方出張所管内河川レンジャー） 

上田 豪（河川レンジャーアドバイザー） 

活動日時 平成 27 年 4 月 19 日(日) 13:40～16:20 

実施場所 淀川左岸点野地区（点野砂州） 

 
 

参加人数 参加総数 34 名  

 参加者 2  

 講師 -  

 
スタッフ 2 名

立川 RA（ねやがわ水辺クラブ事務局長）、萩原（摂南大学

石田ゼミ） 

 連携団体関係者 28 名 摂南大学エコシビル部 24 名、ねや川水辺クラブ 4名、 

 府県・市職員 -  

 淀川河川事務所 -  

 河川レンジャー運営事務局 -  

スケジュ

ール 

13:40 開始、レンジャーから作業内容説明、諸注意 

レンジャーアドバイザーから作業手順、技術指導 

作業グループ分け 

13:45 ネズミムギ掘り起し、セイヨウカラシナ抜き取り 

刈払機による草刈り（ねやがわ水辺クラブ） 

ノイバラ刈りとり、漂着ゴミ回収 

14:00 萩原（石田ゼミ）と打ち合わせ・案内（玉井） 

15:45 ネズミムギ根の部分、セイヨウカラシナ、ノイバラ、ゴミなどの引き上げ 

用具類の車載 

16:10 各グループから作業報告、参加者から感想、注意点など共有 

終了 

16:20 点野流域センターあとかたずけ 

関係機関からの 

支援内容 

【淀川河川事務所】 のぼり、ゴミ袋、回収後のゴミなどの適正な処理、点野

流域センターの使用 

【ねや川水辺クラブ、寝屋川市】コンパネテーブル、長靴、軍手、ゴム手

袋、ゴミ袋、土のう袋、クーラーボックス、コップ、階段、鎌、剣スコッ

プ、救急箱、一輪車、ボランティア車両 1 台 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 
広報活動（チラシ作成、メール配信）参画団体との調整、摂南大石田准教授、石

田ゼミ生と打ち合わせ、現地下見、物品、機材準備、用具メンテ、お茶など準備

当 日 運営、進行、安全管理、石田ゼミ生の現場案内、記録写真撮影 

事 後 参画団体と日程調整、夏季の実施時間変更について確認、活動記録作成 
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参加者からの意見 

●一か月でこんなに草が伸びるとは、驚いた。 

●先月、抜き尽したはずのセイヨウカラシナがあちこちで黄色い花をつけている

ので、がっかりした。 

●ほかの区域は今、一面真黄色なので、それだけ成果があったということ。 

●ネズミムギを抜く係りと根っこを切り取る係りに分かれて作業の効率化を図っ

た。 

●草の見分け方がよくわからないので抜いていいのどうかよくわからないことが

ある。 

●「田」の字に刈れと言われたから、そのように刈っていたら「違う」と言われ、

どうしていいかわからないので、途中でやめた。 

●学生の方、作業に適した服装を心掛けてください。 

●萩原先輩が来てくれてうれしい。 

 

20.2 活動状況 

 

 

 

 上田 RA に作業手順を聞く参加者 グループに分かれて作業。ネズミムギの株

を掘り起し、根部分と茎部分を鎌で切り分

け、根部分は回収、茎・葉は遮光のため、

地面に広げて放置。 

 

 水辺クラブメンバーは刈払機による草刈り

を担当。 

 

総括。グループ毎の作業報告を共有。 
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２１．点野ワンド・砂州周辺みんなの水辺づくり      ・平成 27 年 5 月 17 日(日) 
 

21.1 実施状況 

活 動 名 点野みんなの水辺づくり 

活動分野 環境保全 

氏  名 玉井 理恵（枚方出張所管内河川レンジャー） 

上田 豪（河川レンジャーアドバイザー）当日は欠席 

活動日時 平成 27 年 5 月 17 日(日) 13:40～16:20 

実施場所 淀川左岸点野地区（点野砂州） 

 
 

参加人数 参加総数 20 名  

 参加者 2  

 講師 -  

 
スタッフ 3 名

立川 RA（ねやがわ水辺クラブ事務局長）、石田准教授（摂

南大）萩原（摂南大学石田ゼミ） 

 連携団体関係者 15 名 摂南大学エコシビル部 10 名、ねや川水辺クラブ 5名、 

 府県・市職員 -  

 淀川河川事務所 -  

 河川レンジャー運営事務局 -  

スケジュ

ール 

13:00 

 

13:40 

点野流域センター集合、物品積み込み、諸注意後出発 

途中 2年前の台風 18 号時出水状況など説明 

作業説明後水辺クラブは作業開始 

摂南大生は河川レンジャーの役割と点野での川づくり経緯説明のあと 

閉鎖ワンドまで、地形、植生など説明しながら活動エリアの見学 

14:30 ネズミヌギとカモジグサ見分け方説明後作業開始 

ネズミムギの穂刈、刈払機の刈り草袋詰め（摂南大学） 

刈払機による草刈り、移植されたタケの撤去（ねやがわ水辺クラブ） 

ナヨクサフジ引き抜き、漂着ゴミ回収 

15:00 石田准教授、萩原（石田ゼミ）と卒研テーマ、測量実施について打ち合わせ 

15:45 駆除植物、ゴミなど引き上げ 

用具類の車載 

16:10 各グループから作業報告、参加者から感想、注意点など共有 

終了 

16:20 点野流域センターあとかたずけ 

関係機関からの 

支援内容 

【淀川河川事務所】 のぼり、ゴミ袋、回収後のゴミなどの適正な処理、点野

流域センターの使用 

【ねや川水辺クラブ、寝屋川市】コンパネテーブル、長靴、軍手、ゴム手

袋、ゴミ袋、土のう袋、クーラーボックス、コップ、階段、鎌、剣スコッ

プ、救急箱、一輪車、ボランティア車両 2 台 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 
広報活動（チラシ作成、メール配信）参画団体との調整、摂南大石田准教授、石

田ゼミ生と打ち合わせ、現地下見、物品、機材準備、用具メンテ、お茶など準備

当 日 運営、進行、安全管理、石田ゼミ生の現場案内、記録写真撮影 

事 後 参画団体と日程調整、夏季の実施時間変更について確認、活動記録作成 
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参加者からの意見 

●先月はセイヨウカラシナの黄色一色であったが、今月はナヨクサフジの紫で埋

め尽くされている。驚いた。 

●先月、遮光のため刈りとった草を放置しておいたところは草が生えていない。

効果あり！ 

●初めて参加して、虫がいっぱいいて楽しかった。（新入生、虫好き女子） 

●虫が多くて 悪。（虫嫌い高校生） 

●穂が出ていて、ネズミムギとカモジグサの見分けがつきやすいと思ったが、生

育状況によりビミョーにわかりにくい。難しかった。 

●先月のタケノコが竹になっていた 

●必ず長袖を着てきてください。 

●草刈りだけでなくゴミの清掃もしてはどうか？ 

●いつもこのくらいの時間に終わってくれれば助かる（ボランティア車両の返却

があるので） 

 

21.2 活動状況 

 

 

 

 二日前の雨で、水際には多くの流下ゴミが

漂着していました 

摂大班はネズミムギの穂を刈りとります 

 

 
 木陰でひと休み。こまめに水分補給を 

 

本日の駆除植物は 90 リットルゴミ袋約 20

袋 
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２２．点野ワンド・砂州周辺みんなの水辺づくり     ・平成 27 年 6 月 21 日（日） 
 

22.1 実施状況 

活 動 名 点野砂州・ワンドにおけるみんなの水辺づくり活動 

活動分野 環境保全 

氏  名 枚方出張所管内 玉井理恵河川レンジャー 

〃    上田 豪河川レンジャーアドバイザー 

〃    立川享一河川レンジャーアドバイザー  

連携等 団体との共催 

活動日時 平成 27 年 5月 19 日（火） 12：30 ～18：45  

実施場所 （場所）淀川左岸点野砂州 

参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 28 名  

参加者 2 名 大人 2 名､子ども 名  

講師  

スタッフ 3 名 立川・上田河川レンジャーアドバイザー 

連携団体関係者 22 名 摂南大学エコシビル部員 19 名、寝屋川水辺クラブ 3 名

府県・市職員 名  

淀川河川事務所  

河川レンジャー運営事務局 1 名  
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スケジュ

ール 

12：30 開始： 点野流域センター集合、作業工具の準備 

13：20 ・玉井レンジャーによる開始挨拶、現地に向けて流域センターを出発 

13：30 ・現地到着・作業開始準備 

13：46 ・玉井レンジャーによる活動に関する注意事項の説明 

・後藤 圭一郎レンジャー死亡報告と参加者による黙祷 

13：53 ・摂南大学学生 萩原氏（女性）の点野砂州の現況地形図の作成予定につい

ての説明 

13：58 ・上田河川レンジャーアドバイザーによる作業の内容についての注意事項の

説明 

14：00 ・作業開始 

15：45 ・作業終了 

15：53 ・学生諸君を 3班に分けて作業を行った内容を各班からの報告 

15：55 ・玉井レンジャーによる活動の総括、後片付け 

16：05 ・流域センターに向けて現地出発 

16：15 ・流域センター到着、後片付け 

16：45 ・流域センター2階において参加学生の希望者とレンジャーの勉強会を開催 

16：54 ・上田レンジャーバイザーによるこれまでの河川レンジャー活動の足跡と寝

屋川水辺くらぶの活動を中心とした内容についてパワーポイントを用いて

説明及び啓発を実施 

18：45 後片付け：終了 

配付資料 パワーポイントのデータ(フラッシュメモリー)配布なし、その他資料なし 

関係機関からの支援内容 【河川事務所】プロジェクター 

【枚方出張所】点野流域センターの使用、駆除した外来植物、ゴミの適正処

理、ゴミ袋、ラミネートフィルム 

【レンジャー事務局】広報資料印刷、ＨＰ掲載、問い合わせ対応 

【寝屋川市・ねやがわ水辺クラブ】 

コンパネテーブル、長靴、軍手、ゴム手袋、ゴミ袋、土のう袋、クー

ラーボックス、お茶タンク、コップ、階段、鎌、剣スコップ、救急箱、

一輪車、ボランティア車両 1 台 

河川レン

ジャーの

活動内容 

 

準 備 広報活動、関係団体との調整、勉強会演者依頼と調整、下見、使用物品の手

配 

当 日 運営、進行、安全管理 

事 後 事務局への報告、物品返却、片づけ、マップに関する打ち合わせ 

参加者からの意見 

●後藤さんの訃報、信じられない。残念。 

●後藤さんによく、この虫何？て聞かれた。（学生） 

●カンナの株はどうするのか 

●まだ、駆除する植物と残しておく植物の見分け方に自信がない 

●打ち上げられたゴミの清掃をした 

●はじめの申し合わせを無視していつまでも作業をするグループがある。迷

惑かけないように決めた時間内に目標の作業を終えれるよう、頑張ったのに、

時間を気にしない指導者のグループが刈った後を片づけなくてはならない。

●マップには植生をプロットしたい 

●今日はカナブンの交尾の写真を撮りました 

●勉強会は、これまでの経緯もわかり為になった。もっと具体的なデータが

あればいい。 
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22.2 活動状況 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
・玉井レンジャーによるカナムグラの除草のポイ

ント説明 
 

・摂南大学エコシビル部員による作業前の 

ミーティング風景 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ・先月の活動で放置しておいた雑草の収集風景  
・河川レンジャー活動の足跡と寝屋川水辺くらぶ

の活動内容の説明に真剣に聞き入る学生たち 
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２３．点野ワンド・砂州周辺みんなの水辺づくり    ・平成 27 年 8 月 16 日(日) 
 

23.1 活動状況 

活 動 名 点野みんなの水辺づくり 

活動分野 環境保全 

氏  名 玉井 理恵（枚方出張所管内河川レンジャー） 

上田 豪（河川レンジャーアドバイザー） 

活動日時 平成 27 年 9 月 20 日(日) 9:00～16:00 

実施場所 淀川左岸点野地区（点野砂州） 

 
 

参加人数 参加総数 14 名  

 参加者  

 講師 -  

 スタッフ 1 名 萩原（摂南大学石田ゼミ） 

 連携団体関係者 13 名 摂南大学エコシビル部 8名、ねや川水辺クラブ 5名 

 府県・市職員 -  

 淀川河川事務所 -  

 河川レンジャー運営事務局 -  

スケジュ

ール 

8:30 点野流域センタースタッフ集合 

物品準備、車載 

9:00 レンジャーより本日の作業内容、熱中症対策など注意事項について説明。 

出発 

9:10 現場到着、のぼり立てなど準備作業 

作業グループ分け 

上田アドバイザー、玉井 Rより作業の詳細説明、技術指導。 

①淀川まるごと体験会の砂州会場の通路確保（ねや川水辺クラブ） 

②オオブタクサなどの除去（摂南大） 

③ワンド上陸地および探検ルートの整備 

 

11:45 まとめ（作業報告） 

11:40 

12:00 

撤収、流域センターへ 

片づけ後解散 

関係機関からの 

支援内容 

【淀川河川事務所】 のぼり、ゴミ袋、土のう袋、回収後のゴミなどの適正な

処理、点野流域センターの使用 

【ねや川水辺クラブ、寝屋川市】クーラーボックス、コップ、救急箱、イ

ンシュロック、コンパネテーブル、剣スコップ、一輪車、ボランティア車

両 2 台、 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 
広報活動（チラシ作成、メール配信）参画団体との調整、物品、機材準備、用具

メンテ、お茶など準備 

当 日 運営、進行、安全管理、記録写真撮影 

事 後 活動記録作成 
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参加者からの意見 

●修景上の理由とつる性植物の乗りかかりを防ぐために、自生しているクワの一

部を伐採したので理解を。 

●クワの木を伐り、川が見渡せるようになった。気持ちがよい。 

 

●ワンドの Eボート上陸地付近は昨年より荒れていた。漂着ゴミも多かったので、

精微に苦労した。 

●ワンドからの帰路とする探検ルートは、子どもたちが安全かつ楽しめるコース

整備を心掛けた。子どもの足は小さいので、樹の間に挟まってしまわないように

苦慮した。 

●会場の横断、縦断、水辺ルートなど通路を複数確保した。 

●漂着ゴミが目立つ 

 

23.2 活動状況 

 

 刈りとった草や伐木は集積場へ 2 年前の出水依頼放置されている 

 

 

 子どもたちが安全に探検気分を味わえるルー

トをつくろう！ 

上陸地をクリーンアップ 
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２４．点野ワンド・砂州周辺みんなの水辺づくり     ・平成 27 年 9 月 20 日(日) 
 

24.1 実施状況 

活 動 名 点野みんなの水辺づくり 

活動分野 環境保全 

氏  名 玉井 理恵（枚方出張所管内河川レンジャー） 

上田 豪（河川レンジャーアドバイザー） 

活動日時 平成 27 年 9 月 20 日(日) 9:00～15:00 

実施場所 淀川左岸点野地区（点野砂州） 

 
 

参加人数 参加総数 29 名  

 参加者  

 講師 -  

 スタッフ 3 名 萩原・三渕・森口（摂南大学石田ゼミ） 

 連携団体関係者 22 名 摂南大学エコシビル部 14 名、ねや川水辺クラブ 6名 

 府県・市職員 -  

 淀川河川事務所 -  

 河川レンジャー運営事務局 -  

スケジュ

ール 

8:30 点野流域センタースタッフ集合 

物品準備、車載 

9:10 レンジャーより本日の作業内容、注意事項について説明。作業終了後の情報交換

交流会について案内。 

出発 

9:30 現場到着、のぼり立てなど準備作業 

上田アドバイザーより作業の詳細、技術指導。 

通路確保、セイバンモロコシ群落の全面掘り起しと抜根、クワの伐木 

10:00 玉井Ｒ、交流会会場準備など（点野流域センター） 

11:40 

12:00 

14:00 

 

15:00 

物品片づけ 

情報交換交流会、昼食と防災啓発（玉井 R） 

「チーム寝屋川」による、いい川づくりワーク準グランプリ受賞報告と発表、質

疑など 

会場片づけ後解散 

関係機関からの 

支援内容 

【淀川河川事務所】 のぼり、ゴミ袋、土のう袋、回収後のゴミなどの適正な

処理、点野流域センターの使用 

【ねや川水辺クラブ、寝屋川市】クーラーボックス、コップ、救急箱、イ

ンシュロック、コンパネテーブル、剣スコップ、一輪車、ボランティア車

両 2 台、 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 
広報活動（チラシ作成、メール配信）参画団体との調整、物品、機材準備、用具

メンテ、お茶など準備 

当 日 運営、進行、安全管理、記録写真撮影 

事 後 活動記録作成 
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参加者からの意見 

●セイバンモロコシの抜き取りを行っているが、一向に減らない。一株ごとに値

を切断して抜いていたので、今回根を残さないよう掘り起こして抜いた 

●セイバンモロコシを抜くときは、引っ張って抜けないときは反対側に引っ張る

と抜ける。効率よい作業をするために、コツなど経験者から聞いたり、その植物

のことを学ぼう！ 

●今回はできるだけ根を残さないよう掘り起こしたが、残しておいても大丈夫な

根もある。 

●剣スコップだけでなく、小さな移植ごても用意すればよかった 

●今回の作戦が有効かどうか来年が楽しみ 

●クワの伐木については、修景面とつる性の外来種がクワをつたってヨシ群落を

侵すのを防ぐためである。 

●二年間、セバンモロコシとジュズダマの見分け方がよくわからないといつもボ

ヤいていた学生が、今年は後輩のために率先して見分け方を説明していた。 

 

24.2 活動状況 

 

 

 

 セイバンモロコシ群落の周りの草を刈る 根を切らないよう掘り起こす 

 

 駆除植物、伐木の運び出し 作業終了後のまとめの会。各作業を担当した

グループごとに、内容を報告しあい、共有し

ます。 
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○玉井河川レンジャー・三輪河川レンジャー 

西岡河川レンジャー連携活動 

２５．淀川の治水・防災展       ・平成 27 年 6 月 30 日(火)～7 月 6 日(月) 

 
25.1 実施状況 

活 動 名 淀川の自然と文化｢治水・防災展｣ 

活動分野 防災、環境保全 

氏  名 西岡 和昭（福嶋出張所管内河川レンジャー) 

三輪 栄子（毛馬出張所管内河川レンジャー) 

玉井 理恵（枚方出張所管内河川レンジャー) 

連携等 寝屋川市ふれあいプラザ香里 

活動日時 平成 27 年 6月 30 日(火)～7月 6日(月) 

実施場所 寝屋川市立ふれあいプラザ香里：寝屋川市香里南之町 19−17 フレスト香里園店  1F 

参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 112 名 体験参加者のみ 

参加者 67 名

6 月 30 日  大人 4名、子ども 0名  （展示見学 8名）

7月 1日  大人 11 名、子ども 0名      (23 名)

7 月 2 日   大人 17 名、子ども 0 名      （26 名）

7月 3日    大人 11 名、子ども 0名      (26 名)

7 月 4 日  大人 5名、子ども 5名      （27 名）

7月 5日  大人 7名、子ども 5名      （32 名）

7月 6日  大人 2名、子ども 0名       （6 名）

講師 5 名

1 日玉井 R 

2 日大阪府枚方土木事務所地域支援防災グループ 前多 

3 日防災エキスパート松永正光氏 

4 日三輪 R 

5 日西岡 R 

スタッフ 14 名

1 日三輪 R、馬場氏（ふれあいプラザ香里） 

2 日大阪府 2名 ブリッジこだま（防災朗読）9名 

3 日三輪 R、玉井 R、 

4 日玉井 R、佐藤氏（TEAM 魚っしょい！） 

5 日三輪 R、山口 R、玉井 R 

連携団体関係者 16 名 ふれあいプラザ香里、TEAM 魚っしょい！淀川資料館 

府県・市職員 3 名- 7 月 2 日大阪府枚方土木事務所 3名 

淀川河川事務所 6 名
6 月 30 日枚方出張所 2 名、6 月 30 日、7 月 6 日毛馬出張

所 2名 

河川レンジャー運営事務局 １名 (7 月 5 日) 

スケジュ

ール 

 6 月 30 日(初日)展示のみ 

会場設営、パネル・土嚢設置 

   ケーブル TV 取材 

７月 1日 玉井 R活動 

映像と解説｢ 近の寝屋川市域の集中豪雨と水防情報｣ 

参加者とフリートーク｢ハザードマップの見方｣など 

展示解説 玉井Ｒ、三輪 R 

写真・記録 三輪 R 

7 月 2 日 治水・防災情報と防災朗読会  

話題提供「北河内の治水対策について」と備蓄非常食の実演(大阪府枚方土

木事務所)  

防災朗読会「台風がきたぞ」「家族」「いなむらの火」ほか(ブリッジこだま)

写真・記録 玉井 R 

7 月 3 日 まつ永正光氏 講演会 

「過去の水害に学ぶ」映像と解説 

   参加者 土嚢作り、土嚢積み体験 

   展示パネル解説 参加者とフリートーク 
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写真・記録・土嚢作り 玉井 R三輪 R  

７月 4日 三輪 R活動  

やさしい防災、地震と津波のおはなし 

    紙芝居「まだだよ  」「稲村の火」4回公演 

子供達と土嚢作り、タコ槌を使って土嚢積み練習 

解説｢江戸時代以降の東南海・南海地震について｣ 

両川口津波記、擁護爾碑文解説 

記録・写真玉井 R 

７月 5日 西岡 R活動 

昆虫切り絵指導 

レンジャーと土のう砂入れ体験、結束体験土のうによる洪水防御の話 

展示人形 中島大水道のおはなし 

レンジャー劇団公演「コント淀川さん」 

脚本・演出 西岡 R 

出演 玉井 R、山口 R 

記録・写真 三輪 R 

   西岡 Rによる淀川のお話 

    

 連日パネル解説、来館者対応は 17 時まで、パネルの展示は 8時まで行った 

   17 時  レンジャー４名 反省会 

19 時  翌日の搬出タイムスケジュール確認 

７月 6日（ 終日） 

   午前 展示  

   午後 会場片付け 三輪  

搬出 土嚢等、点野流域センターへ 玉井、西岡 

パネル 枚方出張所へ（翌日搬送のため保管） 

紙芝居、大型枠 津波高潮 Sへ(毛馬出張所 萩野谷係長) 

プロジェクター、スクリーン 寝屋川市役所へ玉井、西岡 

展示人形、展示切り絵 搬出 西岡 R 

配布資料 

●河川レンジャーNews32 号、●防災グッズのチェック表 ●「洪水リスク」を知

り、みずから守る。リーフレット(大阪府) ●テレビで川の水位がわかります！

リーフレット(大阪府) ●水防技術冊子 

7 月 2 日のみ ●防災朗読会プログラムおよび資料 

関係機関からの 

支援内容 

【枚方出張所】土嚢提供(搬送)、土嚢袋、ブルーシート 

【毛馬出張所】物品搬送 

【レンジャー事務局】ＨＰ掲載、資料印刷、レンジャーの防災活動紹介パネル、

フリーマイク貸与、広報物・資料印刷、問い合わせ対応 

【淀川資料館】展示パネル 

【津波高潮ステーション】紙芝居・大型枠 

【大阪府枚方土木事務所】災害用備蓄食アルファ化米炊き出しセット、配布資料

提供 

【寝屋川市】プロジェクター、スクリーン、広報 6月 15 日号掲載 

【TEAM 魚っしょい！】紙芝居指導 

【ふれあいプラザ香里】搬入・搬出時のサポート、非常持ち出し見本 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

三輪 R 淀川資料館パネル選定、地震津波資料、淀川台風被害写真、津波高潮 S

資料 

西岡 R コント「淀川さん(治水・防災編)」脚本作成、展示用切り絵作成、中島

大水道由来作成、展示用人形の使用を調整(西中島小学校) 

玉井 R  協力団体・講師・スタッフとの調整、広報活動（チラシ・ポスター作

成、配布・掲示）、物品手配、土嚢、物品搬送 

当日 
会場設営、講師・演者対応、会場案内・解説、記録、運営全般 

詳細前述 

後日 

各レンジャーで物品、資料返却など 

総括、今後の展開について検討、協力団体、関係機関への報告 

反響（公演依頼など）対応 
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参加者の意見 

【展示や体験コーナーについて】 

●水のすごさがよく分かった 

● 近の集中豪雨はこわい。どうなってしまったのか？ 

●ゲリラ豪雨とはよく名づけたものだ 

●土嚢づくりがよかった 

●災害への備えを心掛けたいと思っているが、何をすればいいのかわからない 

●非常持ち出しセットうちにもあるが一度も使っていない。（保存食は）もう期

限も切れているだろう。常備薬や市販のものにオリジナルを足していくことなど

教えてもらいよかった。 

【講演・話題提供など】 

●寝屋川（市）の地域が土地が低い場所にあることがよく分かった 

●これから治水や防災について情報を知るよう心掛けたい 

●一昨年初めて来て勉強になった。昨年は用事がありこれなかったが今年は広報

をみて、必ず行こうと思った。 

●治水・防災の様子が詳しくわかりました。 

●（「家庭でできる浸水対策」の説明を聞いて）新聞紙とっとかなあかんわ 

●大阪府は深北緑地のことはイベント案内などあるが打上川治水緑地はないいの

か？ 

●地下河川にことは初めて知った 

●今住んでいるところがよく漬かるので、家を探している。ちょうどいい物件を

見つけているのだが、ハザードマップを見るとそこもダメみたい。 

●河川レンジャーなんてあるの？知らなかった。こんないいことなさってるのに。

●出前講座のようなこともやってくれますか？ 

【コント淀川さん(治水・防災編)】 

●コント面白かった。レンジャーさんて何でもしはるんやね 

●うちの施設（障がい者自立支援施設）にも来てなにかやってほしい 

●劇中で展示物とリンクさせたのは良かった 
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25.2 活動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(7 月 1 日)レンジャーの｢ 近の 

寝屋川市域の集中豪雨と水防情報｣ 
(7 月 3 日)講師の過去の水害に学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (7 月 4 日)レンジャーのやさしい防災のお話 レンジャー作演出のコント淀川さん 
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○玉井河川レンジャー・出来河川レンジャー 

山口河川レンジャー・雨嶋河川レンジャー連携活動 

２６．淀川まるごと体験会            ・平成 27 年 8 月 23 日（日） 
 

26.1 実施状況 

活 動 名 淀川丸ごと体験会活動 

活動分野 啓発その他 

氏  名 枚方出張所管内 上田豪・立川享一河川レンジャーアドバイザー  

        玉井恵理河川レンジャー 

        出来 猛河川レンジャー 

        山口遼太河川レンジャー  

        雨嶋佐葉子河川レンジャー 

連携等 石田ゼミ 

活動日時 平成 27 年 8月 23 日（日）8：30 ～ 16：30 

実施場所 （場所）淀川左岸点野砂州及びワンド 

参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 69 名  

参加者 21 名 大 14 名､子ども７名  

講師 １名 「水辺に親しむ会」新城氏 

スタッフ 26 名 摂南大学エコシビル 21 名 石田ゼミ 5 名 

 13 名 ねやがわ水辺クラブ  

 1 名 久保田洋一河川レンジャー代表者会議委員 

連携団体関係者 １名 その他協力団体 

大阪府枚方土木事務所職員 5 名 寺前土木事務所長他４名 

淀川河川事務所  

河川レンジャー運営事務局 1 名  
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スケジュ

ール 

8:30 開始：受付開始（現地） 

・点野流域センターにおいて上田河川レンジャーアドバイザーによる本日の

活動の要旨の説明（スタッフのみ） 

9：00 ・現地点野砂州に到着・会場準備 

・会場の伐木の整理【全員】 

9：14 ・開会式（久保田氏による本日のスタッフの紹介） 

寝屋川水辺クラブ武井会長・大阪府枚方土木事務所寺前所長・摂大エコシ

ビル副部長・淀川左岸水防組合点野分団長ほか 

9：30 ・雨嶋河川レンジャーによる「家庭でできる浸水防止対策」のお話し 

・水防団の指導による土のうづくり体験 

・土のう積みの体験 

10：30 ・参加者の着替え・船着き場へ移動 

10：45 ・E ボート試乗体験 

11：00 ・点野ワンドにおいて水辺の安全指導（出来・山口河川レンジャー） 

・魚とり・貝とり体験 

「水辺に親しむ会」新城氏による採れた水生生物の解説 

12：30 ・着替え及び大阪府枚方土木事務所における災害時の非常食「α化米」の作

成体験および昼食にこの非常食の試食を行った。 

13：30 ・点野砂州広場において、山口レンジャーによるネイチャーゲームの開催 

・体験ブース「ブランコ、縄梯子」「ヨシ笛づくり」「昆虫博士」「釣り体験」

「冠水道路歩行体験」開設 

14：50 ・釣り体験、もんどり体験で採れた魚の解説（ねやがわ水辺クラブＪｒ．） 

・昆虫博士コーナーのまとめ(摂南大学) 

15：05 ・冠水道路歩行体験(スタッフ含む参加者全員) 

15：20 ・アンケート調査 

・「水辺に持っていく生き物図鑑」配布 

15：45 ・久保田氏による閉会のご挨拶 

16：00 ・体験会終了、大阪府防災啓発資料配布、解散 

・現地片づけ後、点野流域センターにおいて道具・機材一式の後片付け 

17：30 終了・解散 

配付資料 ・「水辺に持っていく生き物図鑑」(水辺に親しむ会提供) 

・「第 4 回大阪 880 万人訓練」リーフレット、「寝屋川の総合治水って何だろ

う？」小冊子（大阪府枚方土木事務所提供） 

関係機関からの支援内容 【河川事務所】据え置きマイク 

【枚方出張所】点野流域センターの使用、船着き場の使用、河川公園管理道

路ゲート鍵貸し出し、車両通行許可証発行、参加申し込み者への詳細案内の

郵送、土嚢の提供・運搬、ブルーシート 

【事務局】ＨＰ掲載、（レンジャーニュース掲載？）、申し込み受付・問い合

わせ対応、広報物・資料などの印刷、物品・機材提供（のぼり、肩掛けマイ

ク、フリーマイク、ライフジャケット、スローロープ、投網、タモ網、ビニ

ールバケツ、プラケース、レンジャービブス、タープテント、トイレテント、

トイレ、クーラーボックス、クーラータンク、救急セット、ホールディング

テーブル、バインダー、ポストイット、マジックペン、レンジャー紹介パネ

ル、防災活動紹介パネル、Ａ4封筒） 

【大阪府】災害用備蓄食「アルファ化米炊き出しセット」、啓発展示パネル、

配布用啓発リーフレットなど 
【寝屋川市】ボランティア車両、雨水タンク、ハンドマイク、ロープ、剣ス

コップ、み、タコ槌、ブルーシート、軍手 
【摂南大学】のぼり、Ｅボート、プラボート、パドル、ライフジャケット、

プラ容器など 

【ねやがわ水辺クラブ】コンパネテーブル、タープテント、クーラータンク

着替え用テント、釣り道具、釣り餌、もんどり、練り餌、ヨシ笛づくり道具、

ヨシ材、救命ブイ、ポリタンク、ひしゃく、電動シャワー、のぼり、 



 

61 

 

救急箱、ライフジャケット、ブルーシートなど

【水辺に親しむ会】水辺に持っていく生き物図鑑 
河川レン

ジャーの

活動内容 

 

準 備 連携・協力団体との調整、実行委員会の立ち上げ、実行委員会（４回）、実行

委員会資料・議事録作成・配信、現地下見、スタッフ打ち合わせ、広報活動、

問い合わせ・申込者への詳細対応、申込者向け資料作成、使用物品・機材な

ど手配・準備、車両手配、会場整備、各種資料(説明パネル・自然のビンゴ用

紙、タイムテーブル、受付簿など)作成、前日準備、熱中症対策として水・ス

ポーツドリンク・経口補水液の手配 

当 日 

気象情報確認、開催確認、スタッフ打ち合わせ、当日準備作業、会場設営、

氷手配、運営全般、レンジャー主体プログラムの運営、会場撤収、片づけ、

物品整理、まとめ 

事 後 
物品返却、アンケート集計、報告作成、反省会、次年度用資料作成、協力団

体などへの報告とお礼など 

参加者からの意見 

【アンケートなどより】 

●大変面白い活動でした 

●すごく楽しかったので来年もまた来たい。 

●淀川に住んでいる生き物に直に触れることで、自然の豊かさを実感できま

した。 

●二度目の参加でしたが、とても楽しく過ごさせていただいたのでよかった。

●淀川の植物を調べてみたい 

●ボートでどこまでいけるか探検したい 

●虫とかも採っていろいろ教えてほしい 

●自動で動くボートに乗りたい 

●虫捕りをしたい 

●鳥の観察をしてみたい 

●船に乗ったり、魚を採ったり珍しいことが体験できてよかった 

●川遊びのビギナーです。いろいろ参考になりました。 

●昆虫クイズの内容を実物(コオロギ)をつかまえて検証してくれた 

●トンボの採り方をおしえてくれた 

●スローロープというものどーを初めて見た 

【スタッフより】 

●大きな怪我や心配された熱中症もなく終了できた 

●魚とり体験の時、子ども１名チアノーゼみられたので、体温低下を

防ぐ処置をとり、その後元気に遊んだ 

●参加者を集める努力を。口コミが大事 

●魚とりのときには全員で安全対策をとる予定であったが、陸で休憩

していたり、自分が遊んでいるスタッフの姿が目についた 

●概ねスケジュール通りに終了できた。特に受付の開設が遅れるなど

参加者に支障をきたす事態がなくなった。 

●スタッフ集合時刻 7:30 であるのに、各団体で勝手に集合時間を設定

している場合があった。 

●前日準備した物品が運ばれていなかった 

●連携する各団体が持ち味を活かしたプログラムを展開できた。 

●セクションごとの連携がうまくいかないこともあった 

●魚釣りはじっくり取り組むものなので、短時間のブースにはそぐわ

ない。 

●魚釣り体験の安全確保のためのスタッフが少なすぎる。 

●物品の扱いがいい加減なスタッフが多い 

●一日はしんどい。引率の保護者には負担が大きいのではないか 

●Ｅボートの運行を増やすこともできる 
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26.2 活動状況 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
・雨嶋レンジャーによる「家庭でできる浸水対策」

の指導風景 
 ・出来レンジャーによる水辺の安全指導実演風景

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ・山口レンジャーによる自然のビンゴゲーム  ・冠水道路歩行体験「うまく歩けたかな」 

 



 

 

 

 


